
目標達成効果率 0

※市の基準値は、平成１９年度「四街道市男女共同参画市民意識調査」時の数値、または平成１９年度末に調査した数値を採用しています。なお、数値は特記しないかぎり平成１９年度のものとしています。

・達成状況及び現状値（目標達成効果率）の「－」となっている項目は、市民意識調査項目です。

・市民意識調査は、平成２４年度の実施を予定しています。

・目標値を明確に定めていない指標の目標達成効果率は、本表欄外右上の評価内容を勘案し、算定しています。

・本表の目標達成効果率は、各年度の達成効果率となっていますが、目標値を明確に定めている指標については、必要に応じ、この率に年度補正率を乗じ、最終目標から換算した目標達成効果率をもって判定します。

　年度補正率（計画初年度→５／１、２年度目→５／２、３年度目→５／３、４年目→５／４、５年目→５／５）　

平成２４年度 平成２５年度 （平成２１年１０月）

a
社会全体の中で男女の地位は平等であると
思う人の割合

女性：１１．２％
男性：２６．３％

女性：１７．０％
男性：２８．０％
調査ごとに増加する

－ －

№ 成　　果　　指　　標 基 準 値　※
目 標 値 現状値（目標達成効果率） 国数値（参考）

平成２５年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

女性：１８．０％
男性：２９．２％

女性：３６．０％
男性：５１．３％

c
社会通念・慣習・しきたりなどにおける男
女の地位は平等であると思う人の割合

女性：　８．１％
男性：１５．２％

数値目標の設定
の促進に努める

－ －
女性：１７．５％
男性：２４．２％

b
家庭生活の中で男女の地位は平等であると
思う人の割合

女性：２７．６％
男性：４４．８％

女性：３７．０％
男性：５３．０％
調査ごとに増加する

－ －

女性：２０．４％
男性：２９．０％

e-1
男女共同参画に関する職員・教員研修の参
加者数

－ 参加者数が増加する
職員00名（0.0）

（実施なし）

教員19名（0.6）

職員65名（0.7）

教員19名（0.6）

d
職場の中で男女の地位は平等であると思う
人の割合

女性：１７．７％
男性：２０．６％

女性：２０．０％
男性：３２．０％
調査ごとに増加する

－ －

f
学校教育の場で男女の地位は平等であると
思う人の割合

女性：６３．４％
男性：７１．１％

女性：６５．０％
男性：７３．０％
調査ごとに増加する

－ －
女性：６６．１％
男性：７０．３％

e-2
男女共同参画に関する職員・教員研修の研
修目的の達成度
（研修終了後の簡易な参加者対象調査による）

－
研修の目的に沿った
評価をした人の割合
が年々増加する

職員00名（0.0）
（実施なし）

教員95％（0.8）

職員185％（0.8）

教員100％（1.0）

　課　題　１　　男女共同参画社会の形成のための理解の促進

　指標と目標値 目標達成効果率

　 第２次四街道市男女共同参画推進計画・評価結果表（基本的施策・事業ごと：平成２２年度）             

　めざす社会のすがた「性別にかかわらず、だれもが個人として尊重され、個性を発揮できる社会」

目標達成効果率

目標達成効果率＝現状値（当該年度）－基準値（平成19年度）/ 
目標値（平成25年度）－基準値（平成19年度）

0.8以上 ：目標達成に向けて十分な成果が認められる

0.6～0.8未満：目標達成に向かう成果が認められるが十分でな

い面がある

0.3～0.6未満：目標達成に向かう成果があまり認められない

0.3未満 ：目標達成に向かう成果はほとんど認められない



№ 区分

　課題１「ａ～ｄ、ｆ」

　課題１「ａ～ｄ、ｆ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

2 主 ★★★

生涯学習まちづくり出前講座に「男女共同参
画について」として登録を行った。また、併せて
市ホームページに公表し、周知を図った。
なお、平成22年度は、出前講座の要請はな
かった。

講座の効果的な周知方法の検討が必要である。

関連指標

1 主 ★★★★

四街道市男女共同参画フォーラム実行委員会
主催事業の①「ママもよろこぶ　夏休み父子
クッキング」、②「劇団プレイバッカーズin四街
道」、③「女性の就職支援講座」を行った。
参加者アンケートの結果、男女共同参画に対
する市民理解を促進した。

政策推進課

「男女共同参画に関する出前講座の実施」

　市民からの依頼による出前講座を実施します。

政策推進課

担当課　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　

「男女共同参画に関する講座・研修の開催」

　男女共同参画に関するだれもが参加しやすい講座や研修を開催します。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

参加者の増加を図る必要はある。

関連指標

施策の方向（１）男女共同参画の市民理解の促進 　

　　　基　本　的　施　策　① 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　市民への男女共同参画に関する学習機会の提供 ★★★

四街道市男女共同参画フォーラム実行委
員会主催事業を行い、講座・研修の開催
を進めた。また、生涯学習まちづくり出前
講座に「男女共同参画について」を登録
し、市民に対する学習機会の提供を推進
した。

男女共同参画に関する出前講座の一層の
周知方法について検討が必要である。



№ 区分

　課題１「ａ～ｄ、ｆ」

　課題１「ａ～ｄ、ｆ」

　課題１「ａ～ｄ、ｆ」

　課題１「ａ～ｄ、ｆ」

　課題１「ａ～ｄ、ｆ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　市民との男女共同参画に関する情報交流 ★★★
市政だより、ホームページ等による情報発
信を行い、市民との情報交流を促進した。

市民・市民団体等への効果的な周知方法の
検討及び市民、市民団体の希望する情報教
材の把握が求められる。

　　　基　本　的　施　策　② 評価

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

3 主 ★★★

「市政だより、ホームページなどの活用」

　男女共同参画に関する施策等について、市政だより、ホームページに掲
載するとともに感想、意見の収集に努めます。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

関連指標

5 主 ★★★

四街道市男女共同参画フォーラム実行委員会
の主催事業を市政だより、ホームページ、その
他の広告媒体などを活用して情報発信を行
い、市民の男女共同参画に関する意識の向上
を促進した。

情報交流の観点から更なる推進を図る必要があ
る。

関連指標

4 主 ★★★★

四街道市男女共同参画フォーラム実行委員会
発行の男女共同参画社会づくり通信「和話輪」
（第３号）発行（10,000部）に際し、負担金交
付、配布への協力等を行い、市民との協働に
よる情報誌を発行することにより、市民の男女
共同参画に関する意識の向上を促進した。

平成２2年度男女共同参画週間ポスター、チラ
シ、四街道市男女共同参画フォーラム実行委
員会発行の「和話輪」（第３号）、DV防止、人身
取引防止啓発のチラシを庁舎内に設置するな
ど、情報発信に努めることにより、市民の男女
共同参画に関する意識の向上を促進した。

関連指標

政策推進課

政策推進課

政策推進課

「男女共同参画に関するパンフレット等の発行」

　男女共同参画に関するパンフレット等を配布します。

「男女共同参画に関する情報紙の発行」

　市民との協働により情報紙を発行します。

関連指標

7 主 ★★★

6 主 ★★

内閣府男女共同参画局企画のDVD①「明日
への道しるべ」、②「配偶者からの暴力の根絶
をめざして」、③「ワーク・ライフ・バランスを知っ
ていますか？」を昨年度より引き続き、市民、
市民団体等の要望に応じて貸し出す体制を整
えていた。なお、図書館においてもビデオ２本
を準備している。

市民・市民団体等への効果的な周知方法を検
討する必要がある。

新規に男女共同参画に関する図書３冊を整
備、合計、図書37冊、ビデオ2本とした。
図書検索のテーマ一覧で「男女共同参画」の
目録を表示し、多くの利用者に情報を広めるこ
とで、男女共同参画に対する市民理解を促進
した。

限られた配架スペースの中で常に整理整頓し利
用しやすくする配慮が必要である。

関連指標

政策推進課

政策推進課

図書館

「男女共同参画関係図書の整備」

　男女共同参画に関する図書を継続して整備していきます。

「ビデオテープやＤＶＤ等のメディアの整備・活用」

　男女共同参画に関するビデオテープやＤＶＤ等の整備と活用を図りま
す。



№ 区分

　課題１「ａ～ｄ、ｆ」

　課題１「ａ～ｄ、ｆ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

　　　基　本　的　施　策　③ 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　男女共同参画に関する市民の交流の促進 ★★★★

四街道市男女共同参画フォーラム実行委
員会主催の四街道市男女共同参画フォー
ラム事業を開催し、男女共同参画に関す
る市民の交流の機会を促進した。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

関連指標

9 主 ★★★★

四街道市男女共同参画フォーラム実行委員会
作成のフォーラム事業のちらし、ポスターを公
民館等公共施設、商業施設へ設置するととも
に、自治会回覧を行い、男女共同参画に関す
るイベント等開催の情報提供を行うなど、男女
共同参画に関する市民の交流の機会を促進し
た。関連指標

8 主 ★★★★

四街道市男女共同参画フォーラム実行委員会
主催事業の①「ママもよろこぶ　夏休み父子
クッキング」、②「劇団プレイバッカーズin四街
道」、③「女性の就職支援講座」を開催した。
また、千葉県地域推進員事業出前講座開催
に向けた準備等の支援を行うなど、男女共同
参画に関する市民の交流の機会を促進した。

政策推進課

政策推進課

「男女共同参画に関するイベント等の開催」

　男女共同参画に関するイベント等を開催します。

「男女共同参画に関するイベント等開催についての配布物の提供」

　イベント等のチラシやパンフレットを公共施設内や公共機関等に広く設
置し、交流しやすい情報提供を行います。



施策の方向（２）職場における男女共同参画の理解の促進 　

№ 区分

　課題１「ｅ」

　課題１「ｅ」

　課題１「ａ～ｄ、ｆ」

　課題１「ａ～ｄ、ｆ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

10 主 ★★★★★

　　　基　本　的　施　策　① 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　男女共同参画に関する市職員・教員研修の強化 ★★★

市職員及び教員に対して、男女共同参画
に関する情報の周知・啓発を行うとともに、
研修会を実施することで、男女共同参画
社会に関する理解を促進した。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

★★★

市職員（管理職含む）を対象に男女共同参画
に関する研修会を実施した。62名が参加した。
研修により職員の男女共同参画に対する職場
理解を促進した。（理解できたと回答した人の
割合82％）

多数の職員が参加できる時期、時間帯の検討が
必要である。

関連指標

11 主 ★★★★

市教育委員会主催の教育課題研修会（人権
教育について）を実施した。各校1名以上、19
名が参加した。研修により教員の男女共同参
画に対する職場理解を促進した。（理解できた
と回答した人の割合100％）

人権について広く研修する機会は毎年度確保さ
れているが、他の人権課題と併せて学ぶことも多
いため、男女共同参画に関わる内容について焦
点を当てて学ぶ機会の確保が必要である。

DV施策、男女雇用機会均等法等、男女共同
参画に関する通知等を事業担当課へ情報伝
達を行い、男女共同参画について職員へ啓発
した。

関連指標

人事課

政策推進課

学校教育課

政策推進課

「職員研修の実施」

　市職員（管理職を含む）を対象に男女共同参画に関する研修等を実施し
ます。

「教員研修の実施」

　市内小中学校教員を対象に男女共同参画に関する研修等を実施します。

「男女共同参画についての職員への啓発」

　市職員に対し、庁内ＬＡＮ等を通じ、男女共同参画に関する情報を発信
し、啓発を行います。

関連指標

12 主

13 主 ★★★

学校人権教育指導資料（第31集）の配布、人
権啓発ポスターの掲示、男性職員の育児参加
休暇の取り扱いについての一部改正について
の周知を行い、教職員の男女共同参画に対
する理解を促進した。

関連指標

学校教育課

「男女共同参画についての教員への啓発」

　市内小中学校教員に対し、男女共同参画に関する情報を発信し、啓発を
行います。



№ 区分

　課題１「ａ～ｄ、ｆ」

　課題１「ａ～ｄ、ｆ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

★★

事業所に対し、男女共同参画に関する情
報の普及・啓発を図るとともに、事業所から
の研修開催等相談に対し、講師を紹介で
きる体制とし、事業所への働きかけを行っ
たが十分ではなかった。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　基　本　的　施　策　② 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

　　　男女共同参画に関する事業所への働きかけ

事業所より、相談等の利用がないことから、
一層の普及・啓発等の働きかけが必要であ
る。

14 主 ★★

男女共同参画週間が属する6月に、庁舎内の
情報コーナーに男女共同参画に関するポス
ター、チラシ等を設置し、男女共同参画に関
する事業者への普及・啓発に努めたが、配布
については十分ではなかった。

関連指標

15 主 ★★

事業者から研修等の講師について相談を受け
た場合、テーマに即した講師の紹介ができるよ
う、千葉県男女共同参画課をはじめとした専門
機関への照会等を行うものとしているが、協
力・支援等は十分ではなかった。

利用がないことから、一層の周知が必要である。

関連指標

産業振興課

産業振興課

「男女共同参画に関する事業所への普及・啓発」

　リーフレット等を配布し、事業所への普及・啓発を図ります。

「男女共同参画に関する事業所の研修等への支援」

　事業所が男女共同参画に関する研修等を実施する際の協力・支援等を検
討します。



施策の方向（３）男女平等教育・学習の推進 　

№ 区分

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

　　　基　本　的　施　策　① 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　性別にかかわらず可能性・個性を伸ばす教育・学習の推進 ★★★

教育の場において、職場体験の内容を充
実するとともに、教員の適材適所、能力開
発の視点による職務分担決定を行い、性
別にかかわらず可能性･個性を伸ばす教
育・学習を推進した。

職場体験においては、児童・生徒の興味関
心に応える内容の学習先のより一層の拡大
が求められる。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

16 関 ★★★

小学校５・６年生を対象とした「見つけよう！夢・
あこがれ・未来の自分」（キャリアアドバイザー
の話しを伺う。）を実施。また、中学生において
は、上級学校の生活を調べることで、生徒が性
別に関わらず希望する進学先や、職業・職種
の選択ができるよう、広く情報提供を行った。

発達段階に応じた系統的な指導内容を精選する
ことが必要である。

学校教育課

「可能性・個性を伸ばす進路指導の実施」

　進路指導を行う上で、男女平等の視点に配慮し、個性に応じた相談、指
導を行います。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

18 関 ★★★

17 関 ★★★

職場体験学習先を可能な限り多くするととも
に、児童・生徒が性別にかかわらず、自らの興
味・関心をもとにした職業・職種の選択ができ
るよう努めた。また、中学生を対象に、職場体
験学習を実施した。

様々な職種が存在する中で、児童・生徒の興
味・関心に応える内容の体験学習先を開拓する
必要がある。

各学校の校長が、個々の教員の特性を考慮
し、性別によらず、適材適所、能力開発の視点
により職務分担を行った。

学校教育課

学校教育課

「可能性・個性を伸ばす職場体験学習の実施」

　職場体験を行う上で、男女平等の視点に配慮し、個性に応じた職場体験
学習を可能にします。

「教員の職務分担における固定化された性別役割分担の解消」

　性別にかかわらず、適材適所、能力開発の視点により教員の職務分担を
行います。



№ 区分

　課題１「ａ～ｄ、ｆ」

　課題１「ａ～ｄ、ｆ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

　　　基　本　的　施　策　② 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　男女平等の視点に立った教育・学習の推進 ★★★

保育所等で、保育所保育指針に基づく保
育を実施するとともに、小中学校における
道徳授業等を通じ、男女の協力や協働を
促すことで、男女平等の視点に立った教
育・学習を推進した。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

関連指標

20 関 ★★★

道徳や学級活動を中心に、日々の学校生活
のすべての時間において、指導しており、男女
の協力や協働の大切さを促し、知識だけでな
く実践の中でも、男女平等の考え方を身に付
けられるよう指導を行い、人権尊重教育を推進
した。

各学校の道徳主任を中心に、校内研修を充実さ
せ、学級間で指導内容に差が生じないようにし
ていく必要がある。

関連指標

19 関 ★★★
保育所保育指針に基づき不要に男女を区別
することがないように保育を行い、男女平等意
識が醸成された。

こども保育課

学校教育課

「保育所等における男女平等な保育の推進」

　不要に男女を区別することがないように保育を行います。

「男女平等の視点に立った人権尊重教育の推進」

　人権尊重教育の一環として、男女平等について学ぶ授業等を行います。

22 関 ★★★
授業参観を土日に実施している。また、市内全
学校が、いつでも参観を受け入れている。

21 関 ★★★
男女混合名簿に限らず目的に応じた名簿を作
成することで、性別によらない教育・学習を推
進した。

「学校における男女混合名簿の推進」

　男女平等の視点から、学校において男女別に分けない名簿を使用しま
す。

「だれもが参加しやすい保護者参観等の実施」

　男女平等の視点から、保護者参観等について、仕事や性別にかかわらず
参加しやすくなるよう、日程や内容等に配慮した取り組みを行います。

学校教育課

学校教育課



№ 区分

　課題１「ａ～ｄ、ｆ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

　　　基　本　的　施　策　③ 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　性に関する教育・学習の推進 ★★★

小中学校において、成長段階に応じ、人
権の重要な要素である性の理解を深める
とともに、中高生に保健事業を実施するこ
とで、必要な知識の普及や意識の醸成を
図り、男女平等教育学習を推進した。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

23 関 ★★★

小学校3～4年生と中学校1年生において、互
いの人権を尊重し合う視点を取り入れた性教
育を実施することで、男女平等教育・学習を推
進した。

関連指標

学校教育課

「学校等における性教育の充実」

　児童生徒が対等の立場で互いの人権を尊重しあう関係を育てる学習を実
施します。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

24 関 ★★★

思春期保健事業として「高校生と妊婦・赤ちゃ
んとのふれあい体験」、高校生対象講話「生命
誕生」を実施し、性に関する正しい理解を深
め、男女平等教育・学習を推進した。

思春期保健事業として「高校生と妊婦・赤ちゃ
んとのふれあい体験」、高校生対象講話「生命
誕生」を実施し、性別に関わらず、他人を思い
やる気持ちを育てた。また、性行動における自
己決定能力の習得を推進した。

25 関 ★★★

健康増進課

健康増進課

「性に関する正しい理解の推進」

　エイズ・性感染症をはじめとする性に関する情報の提供を行います。

「思春期保健事業の推進」

　思春期の中高生を対象として、性に関する正しい知識と理解を深める啓
発事業等を開催します。



目標達成効果率 0

※１ 市管理職に占める女性の割合／市職員に占める女性の割合

 　　市管理職に占める女性の割合が、市職員に占める女性の割合（平成１９年度末は２５％）と同じになったとき＝「１」となります。

※２ 家族経営協定

　 　家族経営協定とは、家族農業経営にたずさわる各世帯員が、意欲とやり甲斐を持って経営に参画できる魅力的な農業経営を目指し、経営方針や役割分担、家族みんなが働きやすい就業環境などについて、

　 家族間の十分な話し合いに基づき、取り決めるものです。（農林水産省ホームページより抜粋）

・達成状況及び現状値（目標達成効果率）の「－」となっている項目は、市民意識調査項目です。

・市民意識調査は、平成２４年度の実施を予定しています。

・目標値を明確に定めていない指標の目標達成効果率は、本表欄外右上の評価内容を勘案し、算定しています。

・本表の目標達成効果率は、各年度の達成効果率となっていますが、目標値を明確に定めている指標については、必要に応じ、この率に年度補正率を乗じ、最終目標から換算した目標達成効果率をもって判定します。

　年度補正率（計画初年度→５／１、２年度目→５／２、３年度目→５／３、４年目→５／４、５年目→５／５）　

　 第２次四街道市男女共同参画推進計画・評価結果表（基本的施策・事業ごと：平成２２年度）             

　めざす社会のすがた「性別にかかわらず、だれもが個人として尊重され、個性を発揮できる社会」

　課　題　２　　可能性・個性を発揮できる環境整備の促進

　指標と目標値 目標達成効果率

女性で課長職以上の職員数5人　／　課長職以上の職員数95人＝5％
女性職員数160人　／　職員数631人＝25％　　5％／25％＝0.2

国数値（参考）

ｅ

d
防犯環境が「よい」と回答した人の女性の
割合

２３．２％
平成18年市民意識調査

調査ごとに増加する －

女性の社会的チャレンジ支援の講座の実施
回数

０回 １回以上実施する ０回(0．0) ２回（2．0）

c 家族経営協定（※２）締結農家数 １２戸
年々増加する
年１戸以上
増加する。

１２戸(0．0) １２戸(0．0)

－

０．１６％

（平成22年1月15日）

３３．８％

（平成22年9月30日）

２．９％

（平成22年9月30日）

b-1 審議会等委員に占める女性の割合 ２５．０％
３０．０％
年々増加する

２７．０％（0．4） ２７．７％（0．54）

b-2 女性委員ゼロの審議会等の割合 １６．０％
年々減少し、
ゼロに近づける

１５．３％（0．04） １３．１％（0．18）

平成２４年度 平成２５年度

a
市管理職に占める女性の割合／市職員に占
める女性の割合

課長級以上０．２
（※１）

０．３６
「１」に近づく方向

で変化する
０．２３（0．19） ０．２１（0．06）

№ 成　　果　　指　　標 基 準 値
目 標 値 現状値（目標達成効果率）

平成２５年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

目標達成効果率

目標達成効果率＝現状値（当該年度）－基準値（平成19年度）/ 
目標値（平成25年度）－基準値（平成19年度）

0.8以上 ：目標達成に向けて十分な成果が認められる

0.6～0.8未満：目標達成に向かう成果が認められるが十分でな

い面がある

0.3～0.6未満：目標達成に向かう成果があまり認められない

0.3未満 ：目標達成に向かう成果はほとんど認められない



№ 区分

　課題２「ａ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

施策の方向（１）市政への女性の参画の促進

人事課

人事課

「女性管理職の育成・登用」

　女性管理職職員の育成・登用の推進に努めます。

「能力向上、意識向上のための各種研修への女性職員の参加促進」

　各種研修への女性職員の参加を促進し、行政能力の向上に努めます。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

　　　基　本　的　施　策　① 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　市女性職員の能力発揮と登用の促進 ★★

各種研修への市女性職員の参加及び性
別にかかわらず、適格で優秀な人材の管
理職登用環境の整備を進め、女性職員の
能力発揮を促進したが、施策の性質上、
短期的な効果を得られるものではないこと
から、登用は十分ではなかった。

早い段階からの意識啓発とキャリアアップ期
間の不足への対応が求められる。

「実施上の課題」

27 主 ★★

性別にかかわらず適格で優秀な人材を管理職
に登用することで、性別にとらわれることなく能
力を発揮できる環境を整備したが、施策の性
質上、短期的な効果を得られるものではないこ
とから、登用は十分ではなかった。

早い段階からの意識啓発とキャリアアップ期間の
不足への対応が求められる。

関連指標

26 関 ★★★

性別にかかわらず、研修目的に適した職員を
受講対象者として選定した。また、受講者の研
修受講履歴・職務状況の事前確認を行うととも
に、上司への説明を行う等、研修に参加しや
すい環境づくりに努めた。女性職員対象のパ
ワーアップ研修の照会を行い、職員を派遣し
た。

評価 「実施」・「成果」



№ 区分

　課題２「ｂ」

　課題２「ｂ」

　課題２「ｂ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

31 関 ★★★★

「四街道市審議会等の会議の公開に関する指
針」に基づき、情報公開コーナー前掲示板へ
の掲示、市ホームページへの掲載、市メール
マガジンへの配信を通じて広く市民の会議傍
聴を促進した。

会議の開催結果を含め、より効果的な周知方法
の検討が必要である。

総務課

「審議会等への傍聴の促進」

　審議会等への理解を深め、広く知識を習得するため、審議会等への傍聴
を促進します。

関連指標

30 関 ★★★

「四街道市審議会等の整理・委員の選任等に
関する指針」等を見直して、新たな指針の中
で、審議会等の委員構成及び公募委員の選
考では、男女比率を考慮する旨を明確に規定
するとともに、ヒアリングを実施し、改善を促す
ことにより、審議会等への女性委員登用を推
進した。関連指標

29 関 ★★★
各種審議会等委員の情報を一元的に管理す
ることで、必要に応じ女性委員の登用が促進
できる体制を整えている。

女性委員の情報活用を図る必要がある。

各審議会等の性質や構成委員の意向を踏ま
えた上で、各担当課が審議会等への出席がし
やすくなるよう曜日や時間、場所等に配慮した
開催日の設定を行っている。

関連指標

行革推進課

行革推進課

行革推進課

「審議会等への女性委員の登用の促進」

　各種審議会等委員の女性の積極的な登用を推進します。

「人材情報の活用」

　各種の人材情報を整備し、審議会等の女性委員委嘱の際に活用します。

「出席しやすい審議会等の開催」

　性別や家事・仕事にかかわらず、審議会等への出席をしやすくするた
め、曜日や時間、場所等に配慮した開催に努めます。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

28 主 ★★★

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　審議会等への女性委員の登用の促進 ★★★

市の審議会等委員構成は、男女比率を考
慮し、総合的に委員の選考を行うよう明確
に規定するとともに、委員の出席しやすい
審議会等の開催日程等に配慮し、女性委
員の登用を促進した。

女性委員の情報活用や会議開催等の周知
方法の検討が必要である。

　　　基　本　的　施　策　② 評価



№ 区分

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

　　　基　本　的　施　策　①

国や県の男女共同参画表彰制度で表彰を受け
た事業所の取り組み等について事例等を研究
し、市ホームページ等による情報提供を検討す
る必要がある。

32 主 ★ 実施なし。

　　　女性従業員の能力発揮と登用の促進 ★

事業所等における女性管理職登用の働き
かけを推進することができなかったため、
女性従業員の能力発揮と登用の促進を図
ることができなかった。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

産業振興課

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

「事業所等における女性管理職登用の働きかけ」

　性別にかかわらず優秀な人材を登用できる環境づくりについて、事業所
等へＰＲします。

国・県の男女共同参画表彰制度で表彰を受
けた事業所の取り組み等の周知方法ついて
検討が必要である。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

施策の方向（２）職場における女性の参画の促進



№ 区分

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

33 主 ★★

市ホームページにて、男女雇用機会均等法で
禁止している「不利益な取扱い」等について明
示し、事業者への注意喚起を促すとともに、労
働局などの相談機関があることの情報提供等
を行うなど、普及・啓発に努めたが、配布につ
いては十分ではなかった。

男女雇用機会均等法等の普及・啓発の推進に
は、事業所の経営者に対する意識改革を進める
事業等の充実が求められる。また、一層の周知・
啓発が必要である。

34 関 ★★

産業振興課の情報コーナーにパートタイム労
働法・労働者派遣法に関するチラシ等を設置
し、事業者等に周知を図ったが、配布につい
ては十分ではなかった。

管財契約課

「男女平等推進企業に対する競争入札参加資格格付の実施」

　入札参加資格業者の格付について、男女平等を推進する企業の評価を行
います。

産業振興課

産業振興課

「男女雇用機会均等法等の普及・啓発」

　リーフレット等を配布し、事業所等への普及・啓発を図ります。

「パートタイム労働法・労働者派遣法の周知」

　リーフレット等を配布し、事業所等への周知を図ります。

　　　基　本　的　施　策　② 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　事業所への雇用労働に係る男女平等推進に関する働きかけ ★★

事業所に対し、男女雇用機会均等法等の
普及・啓発や雇用労働に係る男女平等推
進に関する働きかけを行い、事業所の男
女平等を推進したが、周知・啓発は十分で
はなかった。

男女雇用機会均等法等の普及・啓発をより
一層図るため、事業所の経営者に対する意
識改革を進める事業等の充実が求められ
る。また、一層の周知・啓発が必要である。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

35 主 ★★★

建設工事における入札参加資格審査申請に
おいて、女性技術者を有する事業者に、四街
道市入札参加業者資格審査基準に基づく主
観点数の付与を行い、事業者へ雇用労働に
係る男女平等推進に関する働きかけを促進し
た。



№ 区分

　課題２「Ｃ」

　課題２「Ｃ」

　課題２「Ｃ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

「農業経営等に関する方針決定等への女性の参画の働きかけ」

　農業経営等において女性の参画が積極的に行われるよう、働きかけを行
います。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

関連指標

38 主 ★★

男女共同参画週間が属する6月に産業振興課
の情報コーナーへ男女共同参画に関するチラ
シ等を備え付け、ポスター掲示を行ったが、啓
発は十分ではなかった。

関連指標

37 関 ★★

産業振興課の情報コーナーへ農業の家族経
営を担っている世帯員相互のルールを明確に
した家族経営協定についてのチラシを備え付
けることで周知を図り、農業者における男女平
等を促進したが、成果はなかった。

推進体制の整備が必要である。

産業振興課の情報コーナーへ家族経営協定・
認定農業者の内容が記載されたチラシを備え
付け、農業者に啓発を行うことで、農業者にお
ける男女平等を促進したが、啓発は十分では
なかった。

推進体制の整備が必要である。

関連指標

産業振興課

産業振興課

産業振興課

「自営業者における男女の経営参画の啓発」

　家族経営を基本とした自営業において、男女が対等に経営参画するため
の意識啓発に取り組みます。

「農業における家族経営協定の締結促進」

　家族経営を基本とした農業において、家族の就業条件を明確化する家族
経営協定の締結を促進します。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

36 主 ★★

　　　基　本　的　施　策　③ 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　自営業者・農業者における男女平等推進に関する働きかけ ★★

自営業者、農業者に対し、女性の経営参
画の啓発に取組み、女性が家族経営、農
業経営へ参画が行われるよう周知を図り、
自営業者・農業者における男女平等を推
進したが、啓発は十分ではなかった。

家族経営協定における推進体制の整備が
必要である。



施策の方向（３）地域活動における女性の参画の促進

№ 区分

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

「市民活動団体等の支援、情報提供」

　ボランティアやＮＰＯ等の市民活動団体や活動に携わりたい市民を育成
し、だれもが活動しやすい環境を作っていくとともに、情報の提供等を推
進します。

　　　基　本　的　施　策　①

自治防災課

社会福祉課

社会教育課41 関 ★ 実施なし。
両親の就労形態等の影響により、女性が運営上
の役割を務めることが多い。

42 関 ★ 実施なし。
両親の就労形態等の影響により、女性が運営上
の役割を務めることが多い。

社会教育課

「子ども会育成会活動における男女共同参画の促進」

　子ども会育成会活動における男女共同参画意識の浸透を図るためのＰＲ
を行うとともに、運営上の役割に性別の偏りが生じないような働きかけを
行います。

「ＰＴＡ活動における男女共同参画の促進」

　ＰＴＡ活動における男女共同参画意識の浸透を図るためのＰＲを行うと
ともに、運営上の役割に性別の偏りが生じないような働きかけを行いま
す。

★ 実施なし。
効果的なＰＲの検討、ＰＲ機会の創出を図る必要
がある。

40 関 ★★★

シニアクラブ等の総会や単位クラブでの会長
会議において、性別が偏ることなくだれでも活
動に参加できる団体運営がなされるよう説明
し、男女共同参画意識の啓発を推進した。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　地域活動団体への男女共同参画社会の形成に関する働きかけ ★

地域活動団体に対して、男女共同参画の
促進及び啓発を図ったが、自治会、子ども
育成会、ＰＴＡ活動等における男女共同参
画社会の促進、啓発が十分でなかったこと
から、男女共同参画社会形成に関する働
きかけを進めることができなかった。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

39 関

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

「自治会活動における男女共同参画意識の啓発」

　自治会活動における男女共同参画意識の浸透を図るためのＰＲを行うと
ともに、運営上の役割に性別の偏りが生じないような働きかけを行いま
す。

「シニアクラブ等における男女共同参画意識の啓発」

　シニアクラブ等の高齢者の活動において、男女が共同参画できる環境や
意識づくりへの働きかけを行います。

43 関

地域活動団体は、性別を問わずテーマに関
心のある市民が構成する団体や家庭の就労
形態等の影響により男性の参加が少ない団
体などもあり、社会構造的な改善と併せ、並
行的に働きかけていく必要がある。

★★★

地域づくり体験講座・リーダー養成講座を開催
し、市民活動団体や市民活動に関心のある市
民の育成を図るとともに、市民活動情報サイ
ト、市政だより、窓口等に市民活動団体の情報
を積極的に掲載した。性別に関わらずだれで
も地域活動への参加ができるよう機会の拡充
を行った。

市民活動
推進室



施策の方向（４）男女共同参画の視点に立った地域社会づくりの促進

№ 区分

　課題２「ｄ」

　課題２「ｄ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

関連指標

46 関 ★★★

45 関 ★★★★★

市民ボランティアによる協力を得て、車と徒歩
による防犯パトロールを実施するとともに、安全
安心ステーション開設準備を行うなど、性別に
関わらずだれもが安心・安全な地域社会づくり
を促進した。

粉ミルク、紙おむつ、プライバシーに配慮した
仕切り板等の整備は進んでいる状況である。

現在、備蓄食糧の整備段階であるため、食糧整
備完了後、性別を考慮した必需品を整備する必
要がある。

48 関

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

消防団員数全体が減少傾向にある。

47 関 - （次期地域防災計画策定時に実施）

　　　防犯・防災における男女共同参画推進 ★★★★

防犯灯・街路灯の設置を進め、防犯パト
ロールの実施、消防団への女性団員の採
用など、だれもが安心・安全な地域づくりを
推進した。防災計画、備蓄用品について
も、今後の対応を準備している。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

44 関

　　　基　本　的　施　策　①

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

「防犯パトロールの強化」

　だれもが安心して暮らせるよう、自治会等と連携のもと、防犯パトロー
ルの強化に取り組みます。

「女性の視点を盛り込んだ防災備蓄用品の整備」

　女性の視点から、防災備蓄用品の点検を行い、再整備を進めます。

「女性の視点を盛り込んだ防災計画づくり」

　防災計画見直しの際、女性の視点を盛り込みます。

「消防団への女性団員の参加促進」

　男女共同参画の視点から女性の消防団員の参加を進めます。

関連指標

自治防災課

自治防災課

自治防災課

自治防災課

消防本部
総務課

「防犯灯・街路灯の増設」

　防犯灯・街路灯を新増設し、だれもが、安心して外出できる環境づくり
を推進します。

★★★★

自治会からの防犯灯設置の要望に対し、随
時、現地調査、改修するとともに58基を新設し
たことで、性別に関わらずだれもが安心・安全
な地域社会づくりを促進した。

★★★★

出初式、産業まつりの消防コーナー等、消防
関連イベントに併せて、女性消防団員のＰＲ、
広報等を行うとともに女性消防団員の参加を
促した。また、女性消防団員１名を採用し、女
性団員の参加を促進した。



№ 区分

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

50 関 ★★★

英語指導助手（ＡＬＴ）を小中学校へ５名ずつ
派遣し、国際理解に配慮した授業や活動を行
い互いを尊重しあう国際感覚の醸成を促進し
た。

各学校への配置回数の増加を検討する必要が
ある。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　基　本　的　施　策　② 評価 「実施」・「成果」

秘書広報課

学校教育課

「国際交流等での男女平等意識の促進」

　姉妹都市交流を中心として、異文化を理解し、互いを尊重しあう国際感
覚の醸成を促進します。

「学校における国際理解教育の促進」

　英語指導助手（ＡＬＴ）との連携のもと、国際理解教育を行い、互いを
尊重しあう国際感覚の醸成を促進します。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

　　　外国人との共生における男女平等の確保

外国人との共生が短期間であり、十分にコ
ミュニケーションをとれない場合がある。

「実施上の課題」

49 関 ★★★★

姉妹都市リバモアへの短期留学生の派遣事
業において、男女各10名ずつが参加。各々の
参加者が、それぞれの視点で男女の役割の違
い等について、日本との比較を行うことを課題
とした。帰国後の感想の中で、出発前との意識
の変化が見られた。

短期間での留学のため、十分にコミュニケーショ
ンをとれない場合がある。

★★★

姉妹都市リバモアへの短期留学生の派
遣、小中学校における国際理解教育の促
進を図ることで、異文化や異なる価値観を
踏まえた上での男女平等に関する国際感
覚の醸成を促進した。



施策の方向（５）女性の社会的チャレンジの支援

№ 区分

　課題２「ｅ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

産業振興課

53 関 ★★★

産業振興課の情報コーナーへ千葉県より送付
される「離職者等再就職訓練の受講者募集」
案内を設置し、来庁する求職者に情報提供を
行った。

講座の効果的な周知方法の検討が必要である。

関連指標

52

★★★

就職・再就職を目指す女性を対象に、就
職のための各種情報提供を行うとともに、
女性のための再就職セミナーを実施し、女
性の個々の状況に応じた就労が実現でき
るよう支援を行った。

就職・再就職に関する情報の効果的
な提供方策を検討する必要がある。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

関 ★★

四街道市就労支援システムの案内、他機関で
実施している再就職のための研修の紹介、ハ
ローワークでの求人情報の入手方法等につい
て情報提供を行ったが、求人登録事業者の件
数が過少であり、効果が十分でなかった。

求人登録事業者の件数の増加を図ることが困難
であり、費用対効果の観点から課題が生じてい
る。（２３年３月末廃止）

主 ★★★★★

母子家庭自立支援教育訓練給付金支給制度
を周知し、活用を促進することで、母子家庭の
母の社会的チャレンジ意識を高めた。また、千
葉県との共催により「女性のための再就職セミ
ナー」を開催し、受講者の就労意識、就労意
欲を促進するとともに四街道市男女共同参画
フォーラム事業の「女性の就職支援講座」を開
催し、参加者の社会的チャレンジ意欲の向上
を図ることができた。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

51

政策推進課

産業振興課

家庭支援課

産業振興課

「チャレンジ・再チャレンジ支援講座の実施」

　就職・再就職活動を目指す女性を対象に、支援講座等を開催します。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

「就職・再就職に関する情報の提供」

　四街道就労支援システムを通じて、就職・再就職を目指す女性に情報提
供を行います。

「職業能力・技術を習得する学習情報の提供」

　リーフレット等の窓口への備え付けや市広報を通じたＰＲを図ります。

　　　基　本　的　施　策　①

　　　女性の社会的チャレンジを支援する相談・学習機会・情報の提供等



目標達成効果率 0

※公立及び市内認可保育園

・達成状況及び現状値（目標達成効果率）の「－」となっている項目は、市民意識調査項目です。

・市民意識調査は、平成２４年度の実施を予定しています。

・目標値を明確に定めていない指標の目標達成効果率は、本表欄外右上の評価内容を勘案し、算定しています。

・本表の目標達成効果率は、各年度の達成効果率となっていますが、目標値を明確に定めている指標については、必要に応じ、この率に年度補正率を乗じ、最終目標から換算した目標達成効果率をもって判定します。

　年度補正率（計画初年度→５／１、２年度目→５／２、３年度目→５／３、４年目→５／４、５年目→５／５）　

国数値（参考）

　 第２次四街道市男女共同参画推進計画・評価結果表（基本的施策・事業ごと：平成２２年度）             

　めざす社会のすがた「性別にかかわらず、だれもが個人として尊重され、個性を発揮できる社会」

　課　題　３　　家庭生活と社会生活の調和の促進

　指標と目標値 目標達成効果率

f
家事諸項目（食事・掃除洗濯）の担当者が
「夫婦とも同じ程度」と回答した人の割合

女性：３．９％
男性：９．４人

平成19年度男女共同
参画市民意識調査
（２項目平均）

女性：　４．０％
男性：１０．０％
調査ごとに増加する

－ －
女性：5．4％
男性：8．9％

（平成21年9月）

ｅ
均等・両立推進企業表彰、千葉県男女共同
参画推進事業所表彰の受賞企業数

０件 １件以上推薦する ０件　(0.0) ０件　(0.0)

b
家庭生活のための時間が取れていると感じ
ている人の割合

－
女性：８８．０％
男性：８０．０％
調査ごとに増加する

－ －

d 市職員の性別介護休暇取得状況
女性：０人
男性：０人

女性、男性ともに取
得を希望する人が取
得できる

女性０人(－)

男性０人(－)

女性０人(－)

男性０人(－)

c 市職員の性別育児休業等取得率

女性１００．０％
（取得７人/対象７人）

男性　２５．０％
（取得３人/対象12人）

取得率
女性：９０．０％
男性：５５．０％

女性１００％(0.0)

男性０．０％(0.0)

女性１００％(0.0)

男性５.６％
（0.18)

女性：84．2％
男性：76．0％
（平成20年7月）

女性：95．3％
男性：11．6％
（平成21年度）

２１人 ０人 ８０人　(0.0) １２６人　(0.0)

№ 成　　果　　指　　標 基 準 値
目 標 値 現状値（目標達成効果率）

平成２５年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

a 保育所（※）入所待機児童数

目標達成効果率

目標達成効果率＝現状値（当該年度）－基準値（平成19年度）/ 
目標値（平成25年度）－基準値（平成19年度）

0.8以上 ：目標達成に向けて十分な成果が認められる

0.6～0.8未満：目標達成に向かう成果が認められるが十分でな

い面がある

0.3～0.6未満：目標達成に向かう成果があまり認められない

0.3未満 ：目標達成に向かう成果はほとんど認められない



№ 区分

　課題３「ａ」

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

こども保育課

こども保育課

こども保育課

施策の方向（１）家庭生活と社会生活の両立支援

関連指標

関連指標

56 関 ★★★

市内全ての保育所（園）において、午前７時か
ら午前8時30分まで及び午後5時から午後7時
まで時間外保育を実施することで、保護者の
育児時間を軽減し、子育てと就労の両立を支
援した。

サービス利用者の偏り等が見られることか
ら、効果的な周知が求められる。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　基　本　的　施　策　① 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

54 関 ★★★★★

待機児童の解消に向け、民間のゆうゆう保育
園・たけのこ保育園（認定こども園）開設の支
援を行い保育所の充実を進めた。また、保育
所入所に関する情報提供を実施した。

　　　子育て・介看護等と社会での活動の両立支援の取り組み ★★★

保育事業の充実を図るとともに、介護保険
制度等の啓発、助成事業等の実施により、
子育て・介看護等と社会での活動の両立
を支援した。

関連指標

58 関 ★★★
中央保育所において病気回復期の乳幼児の
保育を実施し、保護者の育児負担を軽減し
た。

利用者の固定化が見られるため、より一層の周
知と他園の利用者が安心して利用できる環境整
備が求められる。

関連指標

こども保育課

「病後児保育の充実」

　病気「回復期」の乳幼児を対象に、家庭での保育、集団保育が困難な場
合の一時保育を実施します。

57 こども保育課

「一時保育の充実」

　保育園での一時保育を実施します。 関 ★★★★

市内４ヶ所の保育所（園）において、非定型的
保育、緊急保育、私的事由による保育を行っ
た。
また、未実施市立保育園での一時保育の実施
に向けた準備を行い、保育の充実を図り、保
護者の育児時間を軽減し、子育てと就労の両
立を支援した。

55 関 ★★★

市内全ての保育所（園）において、園庭開放
又はあそびの広場を実施し、保育所に親しむ
機会を創出することにより、入所しやすい環境
を醸成した。

関連指標

「保育所の充実」

　多様で質の良い保育サービスの確保に努め、待機児童の減少推進など、
子育て期の男女の社会生活を支援します。また、入所に関する情報提供の
充実に努めます。

「男女が参加できる地域開放の充実」

　保育所の所庭開放やあそびの広場等について、実施内容の充実に努めま
す。

「時間外保育の充実」

　保育所における時間外保育を実施します。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課



№ 区分

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

こども保育課

学校教育課

「子育て支援センターの充実」

　子育てに関する情報の提供を行い、安心して子育てができるよう、個々
の家庭に応じた支援を行います。

「幼稚園における預かり保育の支援」

　幼稚園において、保育開始時間前及び時間終了後に行う預かり保育の充
実を図るための支援に努めます。

64

関連指標

62 関 ★★★

学童保育（子どもルーム）を平日12時30分～19
時00分、土曜8時00分～19時00分（中央小こど
もルームのみ）、長期休業時8時00分～19時00
分に実施するなど、充実した学童保育の実施
により、保護者の育児時間を軽減し、子育てと
就労の両立を促進した。

61 関 ★★★

子育て関連団体や市民が自ら情報登録し、四
街道市内の「官民協働」の子育て情報を閲覧
できる子育て支援サイト「すくすくネット」を運営
し、地域ぐるみの子育て支援体制の確立を促
進した。

こども保育課

「地域で支える子育ての機運の充実」

　地域ぐるみの子育て支援体制を確立するため、子育てネットワークの充
実を図り、関係機関との連携を強化します。

関連指標

こども保育課

「学童保育・子どもルームの充実」

　働く親が安心できるよう、学童保育の機能充実に努めます。

関連指標

60 関 ★★★★
0歳児から小学3年生までの医療費助成を実施
することで、家計における医療費の軽減を図
り、子育て環境を向上した。

関連指標

59 関 ★★★

各幼稚園、保育所、小学校の全保護者に対し
て会員募集のチラシを配布するほか、乳幼児
健診時等、機会を捉え、同チラシを配布した。
また、市政だより毎月一日号に説明会案内を
掲載し周知することなどにより、ファミリー・サ
ポート・センター会員が増加した。

家庭支援課

家庭支援課

「ファミリー・サポート・センター事業の充実」

　相互援助や組織の活用を行い、サービスメニューの拡大等や会員の確保
を行うとともに、研修内容の充実に努めます。

「乳幼児の医療費助成の充実」

　安心して子育てができる環境づくりとして、乳幼児の医療費助成の充実
に努めます。

「実施上の課題」　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

関 ★★★
市内全ての私立幼稚園における預かり保育の
実施を支援することにより、保護者の育児時間
を軽減し、子育てと就労の両立を促進した。

63 関 ★★★

関連指標

関連指標

提供会員の増加を図る必要がある。

遊びの広場、子育て講座、出前子育て支援セ
ンター、ボランティア交流、子育て相談等を実
施するなど、充実した内容の運営及び支援を
行うことにより、子育て環境を向上した。（市立
１ヶ所、私立２ヵ所）

評価 「実施」・「成果」



№ 区分

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

関連指標

69 主 ★★★★

四街道市男女共同参画フォーラム事業「ママ
もよろこぶ　夏休み父子クッキング」、「劇団プ
レイバッカーズin四街道」の開催を支援するな
ど、ワーク・ライフ・バランスについての市民意
識の向上を図った。

68 関 ★★★

関係機関が連携を図りながら相談に応じるとと
もに情報提供を行っていくことで、性別にかか
わらず、家族の介護と社会活動が両立しやす
くなるよう支援した。

67 関 ★★★★

生涯学習まちづくり出前講座「知っておきたい
介護保険」を実施し、性別にかかわらず、家族
の介護と社会活動が両立しやすくなるよう情報
提供を行った。

高齢者支援課

高齢者支援課

政策推進課

「介護保険制度の内容理解に向けた啓発」

　介護保険制度の周知を図るため、広報掲載、パンフレット配布などの啓
発を行います。

「介護に関する支援体制の充実」

　介護についての相談に対応し、必要な情報提供を随時行います。

「市民へのワーク・ライフ・バランスの普及啓発」

　講座の開催等、関係部署との連携により、市民への意識啓発に取り組み
ます。

関連指標

66 主 ★★★

市保健センター内に移動式の授乳コーナー及
びベビーベッドを、また、市文化センターに授
乳及びおむつ交換コーナーを設置済。これに
より外出先でのおむつ交換等、性別にかかわ
らず子育てと社会活動が両立できるよう支援し
た。

65 関 ★★★

ひとり親家庭に対し、経済的支援等を行うとと
もに母子自立支援員と連携し、情報提供や相
談支援体制の充実を図ることにより、ひとり親
家庭の家庭生活と社会生活の両立を促進し
た。

家庭支援課

管財契約課

「ひとり親家庭への支援及び情報提供、相談事業の充実」

　ひとり親家庭に対し、医療費助成、各種祝金などの経済的支援を行うと
ともに母子自立支援員等と連携を図り、ひとり親家庭への情報提供や相談
支援体制の充実に努めます。

「公共施設における男女が使用可能なベビーベッド等の設置検討」

　市所有の施設において、男女が使用可能なベビーベッド等の設置に向け
て検討を行います。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課 「実施上の課題」評価 「実施」・「成果」



施策の方向（２）家庭と就労の両立のための職場環境の整備促進

№ 区分

　課題３「ｂ・ｅ」

　課題３「ｂ・ｅ」

　課題３「ｂ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

73 主 ★★★
職員にノー残業デーの徹底を図り、職員が退
庁しやすい職場環境の整備に努めた。

74 主 ★★★

平成２２年６月末の育児休業制度、勤務時間、
休暇制度等の改正に伴い、改正内容を通知
し、全職員に周知を図った。
また、育児産前産後休暇取得前の女性職員、
配偶者の出産を控えている男性職員に制度説
明を随時実施し、制度活用についての理解を
深めた。

人事課

政策推進課

人事課

「市職員への家庭と就労の両立の普及・啓発」

　市職員への啓発を図り、働きやすい環境づくりに取り組みます。

「市職員への育児・介護休業制度活用の普及・啓発」

　育児・介護休業制度が男女職員ともに偏りなく活用できるよう周知する
とともにその定着を推進します。

72 関 ★★★

実施なし。
市内事業者のワークライフバランスの取り組み状
況の把握が必要である。

関連指標

71 主 ★★★

市ホームページにて、男女共同参画表彰制度
の内容を掲載して周知し、性別にとらわれない
労働環境並びに家庭と就労の両立のための
職場環境の整備を促進した。

産業振興課の情報コーナーへ育児・介護休業
法の改正に関するチラシ等を設置。平成22年
4月1日の市政だよりに育児・介護休業法改正
の記事を掲載して周知し、家庭と就労の両立
のための職場環境の整備を促進した。

関連指標

産業振興課

産業振興課

政策推進課

産業振興課

「事業所への家庭と就労の両立の普及・啓発」

　関係部署との連携により、事業所への意識啓発に取り組みます。

「男女共同参画表彰制度の周知」

　厚生労働省の均等・両立推進企業表彰及び千葉県男女共同参画推進事業
所表彰制度を周知し、よりよい取り組みができるよう促進します。

「事業所への育児・介護休業制度の普及・啓発」

　リーフレット等の配布により啓発を行います。

関連指標

70 主 ★

　　　家庭と就労の両立調和に関する事業所への働きかけ ★★

市職員に対し、家庭と就労の両立の普及・
啓発を行い、男女がともに家庭と就労の両
立を図るよう環境づくりを進めたが、事業
所への働きかけは十分ではなかった。

市内事業者のワークライフバランスの取り組
み状況の把握が必要である。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

　　　基　本　的　施　策　① 評価

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

「実施」・「成果」 「実施上の課題」



施策の方向（３）男性の家庭・地域での活動の支援

№ 区分

　課題３「ｆ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

関連指標

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

75 主 ★★★★

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

公民館

政策推進課

「男性の家庭参画を促す講座等の実施」

　男性が家庭や地域に係わっていくことを支援する講座等を開催します。

四街道市男女共同参画フォーラム実行委員会
主催事業　「ママもよろこぶ　夏休み父子クッキ
ング」の開催を支援するとともに、公民館主催
事業として「板前教室～おふくろの味～」（四
街道公民館）、「男のクッキングクラブ」（千代田
公民館）を開催することにより、料理の面での
男性の家庭参画の向上が図られた。

「実施上の課題」

男性への生活技術・子育て・介看護等に関する相談・学習機会・情報の提供等 ★★★

各種講座、事業等を実施し、男性の家事・
子育て・介看護等の家庭参画を促進する
とともに、知識と技術の習得と男性の交流
機会を促進した。

　　　基　本　的　施　策　① 評価 「実施」・「成果」

男性が参加しやすい曜日、時間の検討が必
要である。また、土日開催のための人員配
置を考慮する必要がある。

「子育て支援センターでの男性の参加促進」

　平日利用できないことの多い男性も利用しやすい運営を推進します。

78 関 ★★★★

出前講座（介護予防）を通じ、市民が要介護状
態にならないようにするための知識等を習得す
ることにより、性別にかかわらず介護に係ること
の理解を深めることができた。また、介護者に
ついては、社会的孤立や精神的負担を軽減
するため、介護者の会を通じて、地域包括支
援センターが支援した。

79 関 ★★★

プレーパークどんぐりの森と共催で出前青空
子育て支援センター「パパと森であそぼう」を
開催し、父親と子どもの遊びを支援することに
より、男性の保育への協力・理解を促進した。

土日開催による人員配置が困難

高齢者支援課

こども保育課

77 関 ★★★

公民館主催事業として「二・三歳児ひよこ教
室」、「二歳児子育て教室」、「なかよし教室」を
開催することにより、育児の面での男性の家庭
参画の向上が図られた。

男性が参加しやすい曜日、時間の検討が必要
である。

★★★

父母それぞれに応じた学習ができるよう配慮し
た内容で、パパママルームを開催することによ
り、育児の面での男性の家庭参画の向上が図
られた。

「介護講座等の開催」

　介護についての基礎知識と介護制度について理解を深めるための講座等
を開催します。

健康増進課

公民館

76 関

「ぷれママルーム、パパママスクールの開催」

　これから親になる男女が学習する講座等を開催します。

「育児・子育て講座等の開催」

　子育て中の男女が学習する講座等を開催します。



目標達成効果率 0

※公立及び市内認可保育園

・達成状況及び現状値（目標達成効果率）の「－」となっている項目は、市民意識調査項目です。

・市民意識調査は、平成２４年度の実施を予定しています。

・目標値を明確に定めていない指標の目標達成効果率は、本表欄外右上の評価内容を勘案し、算定しています。

・本表の目標達成効果率は、各年度の達成効果率となっていますが、目標値を明確に定めている指標については、必要に応じ、この率に年度補正率を乗じ、最終目標から換算した目標達成効果率をもって判定します。

　年度補正率（計画初年度→５／１、２年度目→５／２、３年度目→５／３、４年目→５／４、５年目→５／５）　

国数値（参考）

　 第２次四街道市男女共同参画推進計画・評価結果表（基本的施策・事業ごと：平成２２年度）             

　めざす社会のすがた「性別にかかわらず、だれもが個人として尊重され、個性を発揮できる社会」

　課　題　３　　家庭生活と社会生活の調和の促進

　指標と目標値 目標達成効果率

f
家事諸項目（食事・掃除洗濯）の担当者が
「夫婦とも同じ程度」と回答した人の割合

女性：３．９％
男性：９．４人

平成19年度男女共同
参画市民意識調査
（２項目平均）

女性：　４．０％
男性：１０．０％
調査ごとに増加する

－ －
女性：5．4％
男性：8．9％

（平成21年9月）

ｅ
均等・両立推進企業表彰、千葉県男女共同
参画推進事業所表彰の受賞企業数

０件 １件以上推薦する ０件　(0.0) ０件　(0.0)

b
家庭生活のための時間が取れていると感じ
ている人の割合

－
女性：８８．０％
男性：８０．０％
調査ごとに増加する

－ －

d 市職員の性別介護休暇取得状況
女性：０人
男性：０人

女性、男性ともに取
得を希望する人が取
得できる

女性０人(－)

男性０人(－)

女性０人(－)

男性０人(－)

c 市職員の性別育児休業等取得率

女性１００．０％
（取得７人/対象７人）

男性　２５．０％
（取得３人/対象12人）

取得率
女性：９０．０％
男性：５５．０％

女性１００％(0.0)

男性０．０％(0.0)

女性１００％(0.0)

男性５.６％
（0.18)

女性：84．2％
男性：76．0％
（平成20年7月）

女性：95．3％
男性：11．6％
（平成21年度）

２１人 ０人 ８０人　(0.0) １２６人　(0.0)

№ 成　　果　　指　　標 基 準 値
目 標 値 現状値（目標達成効果率）

平成２５年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

a 保育所（※）入所待機児童数

目標達成効果率

目標達成効果率＝現状値（当該年度）－基準値（平成19年度）/ 
目標値（平成25年度）－基準値（平成19年度）

0.8以上 ：目標達成に向けて十分な成果が認められる

0.6～0.8未満：目標達成に向かう成果が認められるが十分でな

い面がある

0.3～0.6未満：目標達成に向かう成果があまり認められない

0.3未満 ：目標達成に向かう成果はほとんど認められない



№ 区分

　課題３「ａ」

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

こども保育課

こども保育課

こども保育課

施策の方向（１）家庭生活と社会生活の両立支援

関連指標

関連指標

56 関 ★★★

市内全ての保育所（園）において、午前７時か
ら午前8時30分まで及び午後5時から午後7時
まで時間外保育を実施することで、保護者の
育児時間を軽減し、子育てと就労の両立を支
援した。

サービス利用者の偏り等が見られることか
ら、効果的な周知が求められる。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　基　本　的　施　策　① 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

54 関 ★★★★★

待機児童の解消に向け、民間のゆうゆう保育
園・たけのこ保育園（認定こども園）開設の支
援を行い保育所の充実を進めた。また、保育
所入所に関する情報提供を実施した。

　　　子育て・介看護等と社会での活動の両立支援の取り組み ★★★

保育事業の充実を図るとともに、介護保険
制度等の啓発、助成事業等の実施により、
子育て・介看護等と社会での活動の両立
を支援した。

関連指標

58 関 ★★★
中央保育所において病気回復期の乳幼児の
保育を実施し、保護者の育児負担を軽減し
た。

利用者の固定化が見られるため、より一層の周
知と他園の利用者が安心して利用できる環境整
備が求められる。

関連指標

こども保育課

「病後児保育の充実」

　病気「回復期」の乳幼児を対象に、家庭での保育、集団保育が困難な場
合の一時保育を実施します。

57 こども保育課

「一時保育の充実」

　保育園での一時保育を実施します。 関 ★★★★

市内４ヶ所の保育所（園）において、非定型的
保育、緊急保育、私的事由による保育を行っ
た。
また、未実施市立保育園での一時保育の実施
に向けた準備を行い、保育の充実を図り、保
護者の育児時間を軽減し、子育てと就労の両
立を支援した。

55 関 ★★★

市内全ての保育所（園）において、園庭開放
又はあそびの広場を実施し、保育所に親しむ
機会を創出することにより、入所しやすい環境
を醸成した。

関連指標

「保育所の充実」

　多様で質の良い保育サービスの確保に努め、待機児童の減少推進など、
子育て期の男女の社会生活を支援します。また、入所に関する情報提供の
充実に努めます。

「男女が参加できる地域開放の充実」

　保育所の所庭開放やあそびの広場等について、実施内容の充実に努めま
す。

「時間外保育の充実」

　保育所における時間外保育を実施します。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課



№ 区分

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

こども保育課

学校教育課

「子育て支援センターの充実」

　子育てに関する情報の提供を行い、安心して子育てができるよう、個々
の家庭に応じた支援を行います。

「幼稚園における預かり保育の支援」

　幼稚園において、保育開始時間前及び時間終了後に行う預かり保育の充
実を図るための支援に努めます。

64

関連指標

62 関 ★★★

学童保育（子どもルーム）を平日12時30分～19
時00分、土曜8時00分～19時00分（中央小こど
もルームのみ）、長期休業時8時00分～19時00
分に実施するなど、充実した学童保育の実施
により、保護者の育児時間を軽減し、子育てと
就労の両立を促進した。

61 関 ★★★

子育て関連団体や市民が自ら情報登録し、四
街道市内の「官民協働」の子育て情報を閲覧
できる子育て支援サイト「すくすくネット」を運営
し、地域ぐるみの子育て支援体制の確立を促
進した。

こども保育課

「地域で支える子育ての機運の充実」

　地域ぐるみの子育て支援体制を確立するため、子育てネットワークの充
実を図り、関係機関との連携を強化します。

関連指標

こども保育課

「学童保育・子どもルームの充実」

　働く親が安心できるよう、学童保育の機能充実に努めます。

関連指標

60 関 ★★★★
0歳児から小学3年生までの医療費助成を実施
することで、家計における医療費の軽減を図
り、子育て環境を向上した。

関連指標

59 関 ★★★

各幼稚園、保育所、小学校の全保護者に対し
て会員募集のチラシを配布するほか、乳幼児
健診時等、機会を捉え、同チラシを配布した。
また、市政だより毎月一日号に説明会案内を
掲載し周知することなどにより、ファミリー・サ
ポート・センター会員が増加した。

家庭支援課

家庭支援課

「ファミリー・サポート・センター事業の充実」

　相互援助や組織の活用を行い、サービスメニューの拡大等や会員の確保
を行うとともに、研修内容の充実に努めます。

「乳幼児の医療費助成の充実」

　安心して子育てができる環境づくりとして、乳幼児の医療費助成の充実
に努めます。

「実施上の課題」　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

関 ★★★
市内全ての私立幼稚園における預かり保育の
実施を支援することにより、保護者の育児時間
を軽減し、子育てと就労の両立を促進した。

63 関 ★★★

関連指標

関連指標

提供会員の増加を図る必要がある。

遊びの広場、子育て講座、出前子育て支援セ
ンター、ボランティア交流、子育て相談等を実
施するなど、充実した内容の運営及び支援を
行うことにより、子育て環境を向上した。（市立
１ヶ所、私立２ヵ所）

評価 「実施」・「成果」



№ 区分

　課題３「ｂ」

　課題３「ｂ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

関連指標

69 主 ★★★★

四街道市男女共同参画フォーラム事業「ママ
もよろこぶ　夏休み父子クッキング」、「劇団プ
レイバッカーズin四街道」の開催を支援するな
ど、ワーク・ライフ・バランスについての市民意
識の向上を図った。

68 関 ★★★

関係機関が連携を図りながら相談に応じるとと
もに情報提供を行っていくことで、性別にかか
わらず、家族の介護と社会活動が両立しやす
くなるよう支援した。

67 関 ★★★★

生涯学習まちづくり出前講座「知っておきたい
介護保険」を実施し、性別にかかわらず、家族
の介護と社会活動が両立しやすくなるよう情報
提供を行った。

高齢者支援課

高齢者支援課

政策推進課

「介護保険制度の内容理解に向けた啓発」

　介護保険制度の周知を図るため、広報掲載、パンフレット配布などの啓
発を行います。

「介護に関する支援体制の充実」

　介護についての相談に対応し、必要な情報提供を随時行います。

「市民へのワーク・ライフ・バランスの普及啓発」

　講座の開催等、関係部署との連携により、市民への意識啓発に取り組み
ます。

関連指標

66 主 ★★★

市保健センター内に移動式の授乳コーナー及
びベビーベッドを、また、市文化センターに授
乳及びおむつ交換コーナーを設置済。これに
より外出先でのおむつ交換等、性別にかかわ
らず子育てと社会活動が両立できるよう支援し
た。

65 関 ★★★

ひとり親家庭に対し、経済的支援等を行うとと
もに母子自立支援員と連携し、情報提供や相
談支援体制の充実を図ることにより、ひとり親
家庭の家庭生活と社会生活の両立を促進し
た。

家庭支援課

管財契約課

「ひとり親家庭への支援及び情報提供、相談事業の充実」

　ひとり親家庭に対し、医療費助成、各種祝金などの経済的支援を行うと
ともに母子自立支援員等と連携を図り、ひとり親家庭への情報提供や相談
支援体制の充実に努めます。

「公共施設における男女が使用可能なベビーベッド等の設置検討」

　市所有の施設において、男女が使用可能なベビーベッド等の設置に向け
て検討を行います。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課 「実施上の課題」評価 「実施」・「成果」



施策の方向（２）家庭と就労の両立のための職場環境の整備促進

№ 区分

　課題３「ｂ・ｅ」

　課題３「ｂ・ｅ」

　課題３「ｂ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

73 主 ★★★
職員にノー残業デーの徹底を図り、職員が退
庁しやすい職場環境の整備に努めた。

74 主 ★★★

平成２２年６月末の育児休業制度、勤務時間、
休暇制度等の改正に伴い、改正内容を通知
し、全職員に周知を図った。
また、育児産前産後休暇取得前の女性職員、
配偶者の出産を控えている男性職員に制度説
明を随時実施し、制度活用についての理解を
深めた。

人事課

政策推進課

人事課

「市職員への家庭と就労の両立の普及・啓発」

　市職員への啓発を図り、働きやすい環境づくりに取り組みます。

「市職員への育児・介護休業制度活用の普及・啓発」

　育児・介護休業制度が男女職員ともに偏りなく活用できるよう周知する
とともにその定着を推進します。

72 関 ★★★

実施なし。
市内事業者のワークライフバランスの取り組み状
況の把握が必要である。

関連指標

71 主 ★★★

市ホームページにて、男女共同参画表彰制度
の内容を掲載して周知し、性別にとらわれない
労働環境並びに家庭と就労の両立のための
職場環境の整備を促進した。

産業振興課の情報コーナーへ育児・介護休業
法の改正に関するチラシ等を設置。平成22年
4月1日の市政だよりに育児・介護休業法改正
の記事を掲載して周知し、家庭と就労の両立
のための職場環境の整備を促進した。

関連指標

産業振興課

産業振興課

政策推進課

産業振興課

「事業所への家庭と就労の両立の普及・啓発」

　関係部署との連携により、事業所への意識啓発に取り組みます。

「男女共同参画表彰制度の周知」

　厚生労働省の均等・両立推進企業表彰及び千葉県男女共同参画推進事業
所表彰制度を周知し、よりよい取り組みができるよう促進します。

「事業所への育児・介護休業制度の普及・啓発」

　リーフレット等の配布により啓発を行います。

関連指標

70 主 ★

　　　家庭と就労の両立調和に関する事業所への働きかけ ★★

市職員に対し、家庭と就労の両立の普及・
啓発を行い、男女がともに家庭と就労の両
立を図るよう環境づくりを進めたが、事業
所への働きかけは十分ではなかった。

市内事業者のワークライフバランスの取り組
み状況の把握が必要である。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

　　　基　本　的　施　策　① 評価

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

「実施」・「成果」 「実施上の課題」



施策の方向（３）男性の家庭・地域での活動の支援

№ 区分

　課題３「ｆ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

関連指標

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

75 主 ★★★★

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

公民館

政策推進課

「男性の家庭参画を促す講座等の実施」

　男性が家庭や地域に係わっていくことを支援する講座等を開催します。

四街道市男女共同参画フォーラム実行委員会
主催事業　「ママもよろこぶ　夏休み父子クッキ
ング」の開催を支援するとともに、公民館主催
事業として「板前教室～おふくろの味～」（四
街道公民館）、「男のクッキングクラブ」（千代田
公民館）を開催することにより、料理の面での
男性の家庭参画の向上が図られた。

「実施上の課題」

男性への生活技術・子育て・介看護等に関する相談・学習機会・情報の提供等 ★★★

各種講座、事業等を実施し、男性の家事・
子育て・介看護等の家庭参画を促進する
とともに、知識と技術の習得と男性の交流
機会を促進した。

　　　基　本　的　施　策　① 評価 「実施」・「成果」

男性が参加しやすい曜日、時間の検討が必
要である。また、土日開催のための人員配
置を考慮する必要がある。

「子育て支援センターでの男性の参加促進」

　平日利用できないことの多い男性も利用しやすい運営を推進します。

78 関 ★★★★

出前講座（介護予防）を通じ、市民が要介護状
態にならないようにするための知識等を習得す
ることにより、性別にかかわらず介護に係ること
の理解を深めることができた。また、介護者に
ついては、社会的孤立や精神的負担を軽減
するため、介護者の会を通じて、地域包括支
援センターが支援した。

79 関 ★★★

プレーパークどんぐりの森と共催で出前青空
子育て支援センター「パパと森であそぼう」を
開催し、父親と子どもの遊びを支援することに
より、男性の保育への協力・理解を促進した。

土日開催による人員配置が困難

高齢者支援課

こども保育課

77 関 ★★★

公民館主催事業として「二・三歳児ひよこ教
室」、「二歳児子育て教室」、「なかよし教室」を
開催することにより、育児の面での男性の家庭
参画の向上が図られた。

男性が参加しやすい曜日、時間の検討が必要
である。

★★★

父母それぞれに応じた学習ができるよう配慮し
た内容で、パパママルームを開催することによ
り、育児の面での男性の家庭参画の向上が図
られた。

「介護講座等の開催」

　介護についての基礎知識と介護制度について理解を深めるための講座等
を開催します。

健康増進課

公民館

76 関

「ぷれママルーム、パパママスクールの開催」

　これから親になる男女が学習する講座等を開催します。

「育児・子育て講座等の開催」

　子育て中の男女が学習する講座等を開催します。



・達成状況及び現状値（目標達成効果率）の「－」となっている項目は、市民意識調査項目です。

・市民意識調査は、平成２４年度の実施を予定しています。

・目標値を明確に定めていない指標の目標達成効果率は、本表欄外右上の評価内容を勘案し、算定しています。

・本表の目標達成効果率は、各年度の達成効果率となっていますが、目標値を明確に定めている指標については、必要に応じ、この率に年度補正率を乗じ、最終目標から換算した目標達成効果率をもって判定します。

　年度補正率（計画初年度→５／１、２年度目→５／２、３年度目→５／３、４年目→５／４、５年目→５／５）　

（注）ＤＶの被害経験について、四街道市では、調査対象を夫婦や恋人など近しい関係としている、国においては、配偶者のみを対象とした調査です。

平成２４年度 平成２５年度 （平成２０年度）

a
ＤＶの被害経験（精神的、肉体的、性的）
があると回答した女性の割合

精神的暴力：７．１％
肉体的暴力：３．９％
性的　暴力：３．０％

調査ごとに減少する
－ －

№ 成　　果　　指　　標 基 準 値　※
目 標 値 現状値（目標達成効果率） 国数値（参考）

平成２５年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

精神的暴力：16.6％
肉体的暴力：24.9％
性的　暴力：15.8％
（注）

b
セクシュアル・ハラスメントの被害経験
（職場、学校、地域）があると回答した女
性の割合

職場で：２６．４％
学校で：　４．５％
地域で：　５．１％

調査ごとに減少する － －

　 第２次四街道市男女共同参画推進計画・評価結果表（基本的施策・事業ごと：平成２２年度）             

　めざす社会のすがた「性別にかかわらず、だれもが個人として尊重され、個性を発揮できる社会」

　課　題　4　　人権が守られる社会の形成

　指標と目標値 目標達成効果率

目標達成効果率

目標達成効果率＝現状値（当該年度）－基準値（平成19年度）/ 
目標値（平成25年度）－基準値（平成19年度）

0.8以上 ：目標達成に向けて十分な成果が認められる

0.6～0.8未満：目標達成に向かう成果が認められるが十分でな

い面がある

0.3～0.6未満：目標達成に向かう成果があまり認められない

0.3未満 ：目標達成に向かう成果はほとんど認められない



施策の方向（１）女性に被害が多い暴力の防止と被害者支援のための相談・学習機会・情報の提供等

№ 区分

　課題４「ａ」

　課題４「ａ」

　課題４「ａ」

　課題４「ａ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

　　　基　本　的　施　策　① 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

★★★★

代表者部会（1回）、全体会（2回）、実務者部
会（12回）を実施し、ＤＶ防止と被害者支援の
ための連携体制を強化するとともに、相談支援
機能を充実させた。

ドメスティック・バイオレンス等の防止と被害者支援のための相談の充実 ★★★

児童及び配偶者等に対する暴力防止対
策における関係機関との連携、緊急保護
の助成等の実施、民生・児童委員への研
修の充実などによりドメスティック・バイオレ
ンス等の防止と相談体制を充実させた。

担当ケースワーカー・相談員の更なる資質
向上、地域住民の協力体制の強化、情報提
供しやすい環境の構築等が求められる。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

83 主 ★★★

市役所入口、女性用トイレ及び家庭支援課窓
口にDV等に関する相談窓口の連絡先が入っ
たチラシを設置し、周知するとともに、相談がし
やすくなる体制を整備した。

関連指標

82 関 ★★★★

民生委員・児童委員協議会総会、理事会、主
任児童委員部会において、DV対策等を含め、
幅広い知識及び対応能力の向上に努めるよう
説明を行った。また、民生委員・児童委員協議
会女性児童対策研究部会においても、研修を
実施し、ＤＶの防止と被害者の早期発見の協
力体制を強化した。

政策推進課

家庭支援課

「ＤＶ等に関する相談窓口の周知」

　県の配偶者暴力相談支援センター等について、チラシ等の配布や広報、
ホームページ等の掲載により周知を行います。

地域住民の協力体制の強化、情報提供しやす
い環境の構築等が必要である。

関連指標

84 主 ★★★

市政だよりに「児童虐待防止推進月間」として
子ども虐待についての記事を掲載し、児童虐
待ＤＶ防止に関する相談窓口の紹介などの啓
発を行うことにより、早期発見や情報提供の成
果が得られた。

政策推進課

家庭支援課

「児童虐待・ＤＶ防止に関する広報・啓発」

　ポスターやパンフレットの配布のほか、子育て支援相談等により、児童
虐待及びＤＶ防止の啓発を行います。

政策推進課

家庭支援課

政策推進課

家庭支援課

社会福祉課

「児童及び配偶者等に対する暴力防止対策地域協議会の開催」

　関係機関との連携や相談体制等の機能充実について研究を行います。

「緊急保護を求めるＤＶ被害者等への支援」

　関係機関との連携を図り、被害者に適切な支援を行います。また、状況
に応じて緊急一時保護の助成を行います。

「民生・児童委員に対する研修の推進」

　地域に密着した活動を行っている民生・児童委員を対象とする人権・Ｄ
Ｖ等に関する研修を推進します。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

民生委員・児童委員の業務は多岐に渡る、幅広
い知識及び対応能力の向上に努める必要があ
るため、研修内容を特化することが困難である。

担当ケースワーカー及び相談員の更なる資質向
上が必要である。

関連指標

81 主 ★★★★
女性サポートセンター入所支援、母子生活支
援施設入所世帯支援を行うことで、被害者の
安全を確保した。

関連指標

80 主



№ 区分

　課題４「ａ・ｂ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

85 関 ★★★★
青少年育成センター職員、補導員で年18回の
市内巡回活動を行い、有害ビラを撤去すること
によりＤＶ等の未然防止が図られた。

警察との連携強化が必要である。

関連指標

青少年育成
センター

「ＤＶ等を誘発する有害情報等の排除の実施」

　市内の巡回活動において、性の商品化や暴力、ＤＶを容認するような有
害ビラや看板等の監視を行い、必要に応じて撤去等の指導を行います。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課



№ 区分

　課題４「ｂ」

　課題４「ｂ」

　課題４「ｂ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　セクシュアル・ハラスメントの防止と被害者支援のための相談の充実 ★★★

セクシュアル・ハラスメント防止に向けた啓
発の推進や市役所における相談・対応体
制の充実などにより、セクシュアル・ハラス
メントの防止を促進した。

評価　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

　　　基　本　的　施　策　② 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

関連指標

87 主 ★★★★

職場内コミュニケーション研修の中で、セクシュ
アル・ハラスメント防止に向けた内容を含めて
実施した。
アンケートの実施により、参加者全員が理解で
きたとし、市職員の意識の向上により、人権が
守られる社会の形成を促進した。

関連指標

86 主 ★★★

国、県等からのセクシュアル・ハラスメントに関
するパンフレットの設置依頼に適宜対応し、庁
舎内に配置した。市民、事業者に対して周知
を行うことで、セクシュアル・ハラスメントの防止
に向けた啓発を推進した。

政策推進課

人事課

「セクシュアル・ハラスメント防止に向けた啓発の推進」

　セクシュアル・ハラスメント防止のためのポスター、パンフレットの配
布の他、相談窓口の周知を行います。

「セクシュアル・ハラスメントに係る市職員への研修会の実施」

　セクシュアル・ハラスメント防止に向けた市職員への研修を実施しま
す。

88 主 ★★★★

職員からのセクシュアル・ハラスメントやパワー
ハラスメントに係る相談を随時実施しているとと
もに、24時間対応の悩みごと相談の窓口を開
設し、気軽に相談できる環境づくりを推進し
た。

人事課

関連指標

「セクシュアル・ハラスメントに係る市職員からの相談の実施」

　市職員からのセクシュアル・ハラスメント相談に対応します。



施策の方向（２）男女共同参画の視点に立った健康の確保と福祉の増進

№ 区分

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

91 関 ★★★

健康教育は151回、健康相談は285回開催し
た。
性差に配慮した健康相談を実施し、検診の必
要性や乳がん自己検診の重要性を周知する
など、性差に配慮した取り組みが実施できた。

健康教育は男性より女性の参加が多いため、男
性参加者の増加を図る必要がある。

90 関 ★★★

妊婦・乳幼児健診では、母子健康手帳交付時
に個別健診受診票も同時交付するとともに、幼
児健診では、集団健診の年間予定を配布し
て、対象月には個別通知を行うなど、効果的な
周知を行うことができた。また、利用の際には
受診月を固定せず受診機会を増加することに
より、受けやすい検診体制を整備した。

関 ★★★

母子健康手帳交付、子育て電話相談、乳幼児
健診・相談、家庭訪問、その他要支援者への
面接・電話相談、健診事後教室、ことばの相談
室を実施し、妊娠・出産・子育て期の市民の健
康支援を充実した。

89 関 ★★★

　　　基　本　的　施　策　① 評価 「実施」・「成果」

　　　性差に配慮した健康の維持増進の取り組み ★★★

性差医療に関する情報の収集・提供の実
施、性差に配慮した検診や心身の相談業
務を進め、健康の維持増進を図るための
取り組みを進めた。

評価 「実施」・「成果」

「実施上の課題」

健康教育は、男性より女性の参加が多い。
男性参加者の増加を図る必要がある。

「実施上の課題」

93

92 関 ★★★

パパママルーム・思春期保健事業・乳幼児健
診などを通じて、喫煙・飲酒・薬物乱用による
健康への影響を周知、啓発した。また、小学校
では薬物乱用防止教室、中学校では非行防
止教室の中で、正しい知識を身につけられる
よう適切な指導を行うなど、性差に配慮した健
康の維持と福祉の増進を図った。

男女によって異なる疾患、原因、治療法につ
いて、健康増進課窓口にパンフレットを設置
し、周知に努めるとともに、市民からの相談時
に専門医・専門機関を紹介するなど情報の提
供を行った。

健康増進課

スポーツ振興課

健康増進課

「喫煙・飲酒・薬物乱用防止の啓発」

　健康への影響について、男女ともに正しい知識を身につけてもらうとと
もに、母体への影響について啓発活動を行います。学校においては、教員
への研修を実施し、児童生徒への適切な指導を行います。

「性差医療に関する情報の収集・提供」

　性差医療、相談等に関する情報の収集と提供を行います。

健康増進課

健康増進課

健康増進課

「健康教育、健康相談の充実」

　健康教育、健康相談の実施において、性差に配慮するとともに、年代や
個々に応じたきめ細かな相談の対応に努めます。

「健診に対する情報提供及び受けやすい健診体制の整備」

　妊婦・乳幼児健診、成人の健康診査の事業の充実、整備に努めます。

「妊娠・出産・子育て期における健康支援の充実」

　母子健康手帳交付、子育て電話相談、健康診査、家庭訪問等を実施し、
安心して妊娠・出産・育児に関する相談ができる体制を整備します。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課



№ 区分

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

94 関 ★★★

市民の心の不安等を解消するため、電話相談
のほか、相談室で個別に対応できるよう配慮し
た。また、学校教育の場において、週に１回、
スクールカウンセラーによる学校の悩みや不安
などを相談できる教育相談週間等を設けるほ
か、日常的には、各担任や養護教諭が相談を
受け入れる体制としている。

健康増進課

学校教育課

「心の健康づくりの推進」

　性差、年代など個々に応じたストレスや心の不安等を解消するため、情
報提供や相談の場の確保に努めます。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課



№ 区分

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

　　　基　本　的　施　策　② 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　性に配慮した高齢者・障害者福祉 ★★★

同姓介助の苦情、相談体制は整備済であ
り、また、介護においても適宜、入浴、排
泄介助の同姓介助を実施、一人の女性、
一人の男性として個人の意思を尊重した
サービスを実施している。

介護分野における人材不足の解消が求めら
れる。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

95 関 ★★★

同姓介助に関する利用者、事業者からの苦
情、相談があれば適宜、対応するが、苦情・相
談の実績はない。また、市内の障害者支援施
設における入浴・排泄介助については、同姓
介助を行っている。

介護分野における人材不足の解消が求められ
る。

社会福祉課

高齢者支援課

障害者支援課

「同性介助の調査、研究」

　性差に配慮した同性介助の実態やその必要性について調査・研究を行い
ます。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課



※四街道市男女共同参画推進協議会

　男女共同参画施策の積極的な推進を図るとともに、広く意見を求めるために四街道市で設置した機関です。学識経験者、関係団体の代表、関係行政機関の職員等の委員から構成されます。

・達成状況及び現状値（目標達成効果率）の「－」となっている項目は、市民意識調査項目です。

・市民意識調査は、平成２４年度の実施を予定しています。

・目標値を明確に定めていない指標の目標達成効果率は、本表欄外右上の評価内容を勘案し、算定しています。

・本表の目標達成効果率は、各年度の達成効果率となっていますが、目標値を明確に定めている指標については、必要に応じ、この率に年度補正率を乗じ、最終目標から換算した目標達成効果率をもって判定します。

　年度補正率（計画初年度→５／１、２年度目→５／２、３年度目→５／３、４年目→５／４、５年目→５／５）　

　 第２次四街道市男女共同参画推進計画・評価結果表（基本的施策・事業ごと：平成２２年度）             

　めざす社会のすがた「性別にかかわらず、だれもが個人として尊重され、個性を発揮できる社会」

　課　題　５　　男女共同参画社会の形成に取り組む体制の強化

　指標と目標値 目標達成効果率

平成２４年度 平成２５年度

a 男女共同参画推進協議会の開催回数（※）

№

-
複数回開催し推進計
画等に関する状況を
把握する

1回（0.5） ２回（1.0）

b

成　　果　　指　　標 基 準 値
目 標 値 現状値（目標達成効果率）

平成２５年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

男女共同参画推進計画の進行状況について
の公表の実施

０回
Ｈ20年度まで未実施

年１回公表する １回公表（1.0）

目標達成効果率

目標達成効果率＝現状値（当該年度）－基準値（平成19年度）/ 
目標値（平成25年度）－基準値（平成19年度）

0.8以上 ：目標達成に向けて十分な成果が認められる

0.6～0.8未満：目標達成に向かう成果が認められるが十分でな

い面がある

0.3～0.6未満：目標達成に向かう成果があまり認められない

0.3未満 ：目標達成に向かう成果はほとんど認められない



施策の方向（１）施策の推進体制の強化

№ 区分

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

政策推進課

政策推進課

人事課

「男女共同参画推進本部の充実」

　幹事会を含め検討内容等の充実に努め、男女共同参画推進本部の機能強
化を図ります。

「男女共同参画推進本部会等での研修等の実施」

　幹事会を含め、男女共同参画に関する研修機会を設け、構成職員の資質
向上を図ります。

「専任組織の設置」

　男女共同参画を総合的に推進するための専任組織の設置を検討します。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

　　　基　本　的　施　策　① 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　庁内における男女共同参画推進機能の強化 ★★★

男女共同参画推進本部において、男女共同
参画推進計画の進行管理の手法を決定。ま
た、推進本部会委員を含めた職員対象の研修
を実施し、職員全体の資質向上を図ることがで
きたが、専任組織設置の検討は限られた職員
数の中で増加する行政課題に対応している現
状を考慮し、見送るものとした。

限られた職員数の中、緊近の行政課題に適確に
対応するための組織・人員編成を行う必要があ
る。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

98 主 ★ 実施なし。

97 主 ★★★★★
男女共同参画職員研修を開催。本部会委員、
幹事会委員、その他市職員の参加を促し、構
成職員や市職員の資質向上を図った。

96 主 ★★★★★

本部会・幹事会を開催し、第２次四街道市男
女共同参画推進計画の適正な進行管理の手
法を決定した。
また、計画の初年度評価を行うなど、計画の推
進を図った。

限られた職員数の中、緊近の行政課題に適確に
対応するための組織・人員編成を行う必要があ
る。
なお、本施策については、政策的視点を持っ
て、多方面にわたる事業を横断的に調整・推進
する必要があることから、現時点では、政策推進
課で所掌することが適当と考える。



№ 区分

　課題５「ａ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

より多くの委員が参加できるよう日程に配慮し、
協議会を２回開催した。（土曜日1回・祝日1
回）

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

関連指標

　　　基　本　的　施　策　② 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

男女共同参画推進協議会を委員の出席しや
すい日程等に配慮して開催するなど、運営の
充実に努めたが、男女共同参画推進協議会
の研修会の開催など、情報交流による協働の
強化を図ることができなかった。

情報交流が図れる研修内容の検討が必要であ
る。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

政策推進課

「男女共同参画推進協議会の充実」

　男女共同参画推進協議会の開催日時に配慮し、出席しやすくするととも
に開催回数を増やす等、運営の充実に努めます。

100 主 ★

　　　男女共同参画推進協議会との協働の強化

99 主

★★★

★★★★★

実施なし。
情報交流が図れる研修内容の検討が必要であ
る。

政策推進課

「男女共同参画推進協議会での情報交流の実施」

　男女共同参画に関する研修機会を設け、委員の情報交流を図ります。



施策の方向（２）計画の成果を上げる進行管理

№ 区分

　課題５「ｂ」

　課題５「ｂ」

　課題５「ｂ」

　課題５「ｂ」

　課題５「ｂ」

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

政策推進課

「男女共同参画推進計画の進行管理の実施」

　男女共同参画推進計画の計画事業について、進捗調査を実施し、適正な
進行管理に努めます。

「男女共同参画推進計画における計画事業の事業評価の構築」

　計画事業の事業評価手法を構築し、計画の進行管理に際し、事業評価を
行います。

「市民意識調査の実施」

　市民の男女共同参画に関する意識の実態を調査するため、定期的に市民
意識調査を実施します。

「市職員の意識調査の実施」

　市職員の男女共同参画に関する意識の実態を調査するため、定期的に市
職員意識調査を実施します。

「事業所意識調査の実施の検討」

　事業所の男女共同参画に関する意識の実態を調査するための意識調査の
実施に向けた検討を行います。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　基　本　的　施　策　① 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　男女共同参画推進計画の成果を上げる進行管理の実施 ★★★

男女共同参画推進計画における計画事
業の事業評価システムを構築し、事業評
価を実施・公表したが、市民意識調査を実
施しなかったことから、計画の成果指標の
状態を把握することは十分にできなかっ
た。

担当課

進行管理の際、市民意識調査を実施しなけ
れば成果が把握できない指標があるが、他
の行政課題や施策の状況、費用等を考慮す
ると毎年度の調査実施は困難である。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　

関連指標

102 主 ★★★★★

計画初年度となる平成21年度事業について、
四街道市男女共同参画推進本部において、
進捗状況及び成果の把握と評価を行った。ま
た、四街道市男女共同参画推進協議会より、
市の評価について意見を受けるなど計画事業
の事業評価を構築した。

関連指標

101 主 ★★★★★

計画初年度となる平成21年度事業について、
庁内調査を実施し、四街道市男女共同参画推
進本部において、進捗状況及び成果の把握
に努めた。また、四街道市男女共同参画推進
協議会より、市の計画事業の進捗状況及び成
果について意見を受け、適正な進行管理に努
めた。

政策推進課

政策推進課

毎年度の調査実施は、他の行政課題や施策の
状況、費用等を考慮すると困難である。

関連指標

104 主 ★ 実施なし。
研修内容等を踏まえた意識調査内容の検討が
必要である。

関連指標

103 主 - （２４年度実施予定）政策推進課

政策推進課

事業所に関する計画事業の進捗状況と合わせ、
実施時期を判断する必要がある。

関連指標

105 主 ★ 実施なし。



№ 区分

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

106 主 ★★★★★

第2次四街道市男女共同参画推進計画の進
行状況について、平成21年度事業の市の評
価結果と四街道市男女共同参画推進協議会
の意見を、市ホームページ及び市政だよりに
おいて公表した。

政策推進課

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

「市民への男女共同参画推進計画の進行状況の公表」

　男女共同参画推進計画の進行状況の公表



施策の方向（３）国・県・他市町村との連携

№ 区分

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

　　　基　本　的　施　策　① 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

　　　男女共同参画社会の形成のための国・県・他市町村との連携強化 ★★★
国・県・他市町村との連携を図りながら、男
女共同参画に係る様々な課題の解決に向
けた取り組みを推進した。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

108 主 ★★★★

県内２６市により構成される「ちば男女共同参
画行政担当者連絡会議」の場で、必要に応
じ、県に対する要望を行っている。また、国の
「地域における男女共同参画促進を支援する
アドバイザー派遣事業」を活用し、内閣府の経
費負担を受け、四街道市男女共同参画フォー
ラム実行委員会主催の啓発事業を行った。

107 主 ★★★

国からのポスター、パンフレット等の配布・設置
等の情報提供を行うとともに、千葉県男女共同
参画地域推進員会議ほか、県主催の会議へ
の出席、県地域推進事業の講座開催等、千葉
県との連携を密にして、課題及び課題解決に
ついて共通認識を図った。

政策推進課

政策推進課

「国・県との連携」

・国・県との連携を密にし、協力して課題解決に取り組みます。

「国・県への働きかけ」

・国・県に対し、施策の推進について要望活動を行います。

109 主 ★★★
県内２６市により構成される「ちば男女共同参
画行政担当者連絡会議」に2回出席し、意見
交換を行い、男女共同参画の推進を図った。

政策推進課

「他市町村との連携」

・ちば男女共同参画行政担当者連絡会議等において、他市町村との連絡を
密にし、施策の推進に取り組みます。



施策の方向（４）市民との協働

№ 区分

関連指標：関連指標は、事業を実施することで、課題ごとの成果指標の目標達成に効果が期待される、または関連する指標の項目を表しています。

区分　　：区分の主は、「主目的事業」、関は、「関連事業」を表しています。

　　事 業 名 及 び 取 り 組 み 内 容　 担当課

　　　基　本　的　施　策　① 評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」

111 主 ★★★

四街道市男女共同参画フォーラム実行委員会
の広報紙の設置・配布を支援し、市民協働を
推進した。また、男女共同参画推進協議会に
ついては、委員１５名中、有識者２名、市内関
係団体の代表９名、公募市民４名から構成され
ており、市民参加が図られている。

110 主 - （次期男女共同参画推進計画策定時に実施）政策推進課

政策推進課

「男女共同参画推進計画に関する市民意見の導入の推進」

・男女共同参画推進計画に市民の意見を幅広く取り入れるため、パブリッ
クコメントを充実します。

「市民参加による男女共同参画推進の拡充」

・男女共同参画推進協議会、男女共同参画フォーラム実行委員会等につい
て一層の市民公募、市民参加を推進します。

　　　男女共同参画社会の形成のための市民との協働活動の推進 ★★★

四街道市男女共同参画フォーラム実行委員会
の広報紙の設置・配布、各講座等支援を行
い、市民協働を推進した。また、男女共同参画
推進協議会については、公募市民4名が委員
となるなど十分な市民参加を実施している。

評価 「実施」・「成果」 「実施上の課題」




